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中国ではかつての農村村落が、急激な都市化により延伸してきた都市化区域に飲み込まれ、農村時

代の空間的骨格を残しながら高密度化し、市街地のなかで特異な地域を形成している事例が都市部

では数多く見られ、｢城中村｣と呼ばれている。中国国内及び海外において城中村に関する研究が数

多く行われている。しかしながら、既往研究の多くは、物理的側面もしくは社会的側面のいずれか

に関心の重点をおいている。また、両面に関心をおく研究も、都市スケールのレベルでの特徴に着

目している。本論文はこうした既往研究の動向を踏まえ、建築もしくは街区スケールでの形態様態

（物理的側面）を特徴づける、どのような informal rule （社会的側面）が城中村に存在している
のかを明らかにすることを目的としている。 
本論文は、制度及び規制・ルール（社会的側面）についての分析考察と、形態様態（物理的側面）

に関する分析考察という二つの分析考察を併行させて論を展開している。第一章では、既往研究を

レビューしたうえで、本研究でいうところの informal ruleの概念が定義されている。第二章では、
文献調査により社会学的観点から中国の農村社会の特徴と人々の行動原理が整理されている。第三

章では、文献調査により、現代中国都市におけるインフォーマルセツルメントとしての城中村の特

徴が都市計画及び都市管理の観点から整理されている。第四章では、著者が北京、広州、深圳の城

中村で実施した現地調査の内容が報告されており、観察された事実と、既往研究において報告され

た事実とを比較している。第五章では、現地調査を踏まえ、村落全体のスケールから城中村の形態

様態を分析してそこに作用する原理を考察したうえで、域内の賃貸住宅の形態変化・拡張が、城中

村の形態様態に大きく影響していることを確認している。これらの分析を踏まえ第六章では、現地

調査のデータをもとに城中村における賃貸住宅の形態変化・拡張について分析し、作用している

informal rulesを１１種類に分類した。また、第７章では、各章での分析考察を踏まえ、城中村の
空間構成上の特徴は、High-density、Spontaneity、Accessibility、Centrality、Elasticity という
５つの概念で説明できると主張している。  
以上のような論文の内容を踏まえて本論文が審査された。 
研究全体として、城中村の社会的な特徴と物的な特徴を明らかにしようとして、広範な文献調査、

及び詳細な現地調査を行ったうえで、論を展開していることは評価された。但、審査の過程では論

文の学術的内容の質を上げる余地のあることも指摘された。 
例えば、形態様態分析において、道路上のオーバーハングの量の地域間で比較や、方位との相関に

着目すれば、さらなる発見が得られるのではないか、と指摘された。 
また、物理的側面と社会的側面との関連性について、境界の柔軟性ないし曖昧性という分析記述に

とどまっているが、都市の法的秩序とは異なる独特のNORMが空間占有にも表れているはずで、
輻輳的な境界概念と遵法意識との相克について丁寧に論じればさらなる発見があるのではないか、

という指摘もあった。 
加えて導き出した Informal Rulesも概念規定上、さらに精緻化でき得るのではないかという意見も
あった。 
以上のように研究内容にはさらなる改善の余地があるが、本人に全く責のない事由により生じた幾

多の困難があったにもかかわらず、精力的で地道な現地調査を丁寧に行った結果貴重なデータが得

られていること、得られた知見と既往研究に示された知見を丁寧に比較することで包括的な視点を

提供していることなどを勘案するならば、学位論文としての求められる minimum requirements 
は満たしており、本論文の内容は学位論文に求められる水準に達していると判断しても差し支えな

いと思料するに至った。 
よって、本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 


